
事業者向け 児童発達支援自己評価表

チェック項 目 |す 0ヽ

どち ら と

もい え な

|｀

いいえ 改善 目標、工夫 しているところ

環

境

l■

+1

整

1綺

① 利用者定員が指導訓練室等の

スペースとの関係で適切であ

るか

○

基準に基づいた設備となっています。

利用児に合わせて環境の設定を行つて

,ヽま
‐
す.

② 職員の配置数や専門性は適tll

であるか
〇

基準に基づいた職員配置を行つていま

す。

0 事業所の設備等について、バ

リアフリー化の配慮が適切に

なされているか

○
ヽ 、

業

務

改

善

0 業務 改 善 を進 め るた めの

PDCAサイクル (日 標設定と

振 り返 り)に、広く職員が参

画しているか

○

今後も引き続き行つていきま
‐
九

⑤ 保護者向け評価表を活用する

等によリアンケー ト調査を実

施 して保護者等の意向等を把

握し、業務改善につなげてい

るか

○

今回より実施.不十分な点について整理

し、改善していきます。

⑥ この自己評価の結果を、事業

所の会報やホームページ等で

公開しているか
○

⑦ 第二者による外部評価を行

い、評価結果を業務改善につ

なげているか

○

外部評価について法人で検討していき

ます。

0 職員 の質の向上を行 うため

に、研修の機会を確保 してい

るか

○

専門性の向上の研修会の機会を増やし

ます。他事業所との交流研修を実施して

,ヽま―
す。

適

切

な

支

援

の

提

供

0 アセスメントを適切に行い、

子どもと保護者のニーズや課

題 を客観的に分析 された上

で、児童発達支援計画を作成

しているか

○

⑩ 子 どもの適応行動の状況を図

るために、標準化されたアセ

スメン トツールを使用 してい

るか

〇

O 児童発達支援計画には児童発

達ガイ ドラインの「児童発達



適

切

な

支

援

の

提

供

支援の提供すべき支援Jの「発

達支援 J、
「家族支援 J、 Fl也域

支援Jで示す支援内容から子

どもの支援に必要な項目が適

切に選択され、その上で、具

体的な支援内容が設定されて

いるか

○

0 児童発達支援計画に治った支

IFが行われているか
〇

O 活動プログラムの立案をチー

ムで行つているか
○

活動内容の検討、振 り返りをその都度行

つて活動を進めています。

0 活動プログラムが固定化しな

いよう工夫しているか
○ ヽ

お子さんの状況を見ながら内容検討 し

ていま丸

〇 子どもの状況に応 じて、個別

活動と集団活動を適宜組み合

わせて児童発達支援計画を作

成 しているか

○

lt 支援開始前には職員間 で必ず

打ち合わせをし、その日行わ

れ,る 支lrの 内容や役言1分 lHに

ついて確認しているか

○

O 支援終了後には、職員間で必

ず打ち合わせをし、その日行

われた支援の振 り返 りを行

い、気づいた点等を共有して

セヽるか

○

r18 日々の支援に関して正 しく記

録をとることを徹底 し、支援

の検証 改善につなげている

か

○

0 定期的にモニタリングを行

い、放課後等デイサービス計

画の見直しの必要性を判断し

ているか

○

関

係

機

関

0 障害児相談支l‐事業所のサー

ビス担当者会議にその子ども

の状況に精通 した最もふさわ

し,｀ もtTが参i画
「しているか

○

0 月子保健や子ども 子育て支

lr等 の関係者や関係機関と連

F‐
Lし た支lFを行っているか

○

0 医療的なケアが必要な子 ども 該当がないですが、その場合には連携し



や

保

護

者

と

の

連

携

や重症心身障害のある子ども

等の在宅支援のために、地域

の保健、医療、1障害福祉、保

育、教育等の関係機関と連携

した支援を行つているか

○

ていきまり。

0 医療的なケアが必要な子ども

や重症心身障害のある Fど も

を受け入れる場合 |■、子ども

の主治医や協力医療機関等と

連絡体制を整えているか

○

該当がないですが、その場合には整えて

いきま
‐
す.

0 保育所や・.j定 こど1,回、幼稚

日、特男1支援学校 (幼稚部)等

の間で移行に向けた支援内容

等の情報共有と相互理解を図

つているか

○

関係機関と連携をとつています.

0 小学校や特別支援学校 (小学

部)と の間で、l‐ 行に向けた

支l・内容等の情報共有と相互

理角早を図つているか

○

関係機関と連携をとつています。

④ 他の児童発達支fFセ ンターや

児童発達支援事業所、発達障

害者支援センター等の専門機

関と連l‐ し、助言や研修を受

|ナ ているか

〇

●
7 保育所や認定こども園、 ll稚

園等との交流や、障害のない

子どもと活動する機会がある

か

○

事業所から出向いていくことはないで

す。利用されるお子さんが園に通われて

いるか子育て広場を利用されています。

O (自 立支援)協議会子ども部

会や地域の子ども 子育て会

議等へ積極的に参加 している

か

○

④ 日頃から了ど1,の状vBLを 保護

者と伝え合い、子どもの発達

の状況や課題についてJJ通理

解を持っているか

○

振 り返 りや連絡llF‐ を利用 しT寧に行つ

ています。

⑩ 保護者の対応力の向上を図る

観点から、家族支 l‐プログラ

ム (ペアレン ト トレーニン

グ等)の支援を行つているか

○

ペアレントプログラムのような研修会

を今年度 1回行いました。今後も続けて

いきます。

0 運営規定、支援の内容、利用

者負担等について丁寧な説明
○

ヽ



保

護

者

の

説

明

責

任

等

を行つているか

0 児童発達ガイ ドラインの「児

童発達支援の提供すべき支

I● Jのねらい及び支援内容と、

これに基づき作成された「児

童発達支援計画Jを示 しなが

ら、支援の内容の説明を行い、

保護者から児童発達支援計画

の同意を得ているか

○

① 保護者からの子育ての悩みに

等に対す る相談に適切に応

じ、必要な助言と支援を行つ

ているか

○

ヽ

① 父母の会・
7D活動を支援 した

り、保護者会等を開催する等

により、保護者同土の連携を

支援しているか

〇

定 ll的 に実l~す るよう計画 していき三

す.

O 子どもや保護者からの相談や

申し入れについて、対応の体

制を整備するとともに、子ど

もや保護者に周知 し、相談や

申し入れがあつた場合に迅速

かつ適切に対応 しているか

○

⑩ 定期的に会報を発行し、活動

IWt要や行事予定、連絡体制等

の情報を子どもや保護者に対

して発信 しているか

○

定期的に行えるようにしていきます。

① 個人情報の取り扱いに十分注

意しているか
○

O 障害がある子どもや保護者と

の意思疎通や情IP伝達のため

の配慮をしているか

○

① 事業所の行事に地域住民を招

待する等地域に開かれた事業

F営 をきっているか

○

法人全体で行つています。

非

常

時

等

の

対

応

⑩ 緊急時対応マニュアル、防犯

マニュアル、感染症マニュア

ルを策定し、職員や保護者に

周知しているか

○

保護者の方に周知できるようにしてい

きます。

ll 災害時の発生に備え、定期的

に避難、救出その他必要な訓

練を行つているか

○



||:

常

「寺

等

“

)

対

,よ

⑫ 事前に、予防接種やてんかん

発作等の子どもの状況を確認

しているか

○

0 食物アレルギーのある子ども

について、医師の指示書に基

づく対応がされているか

〇

該当がありません。

⑪ ヒヤリハット事例集を作成し

て事業所内で共有 し́ているか
○

14● 虐待を防止するため、職員の

研修機会をTF保する等、適切

な
‐
l応をしているか

○

■l どt7Jよ うな場合にやむを得ず

身体拘束を行 うかについて、

組織的に決定し、了どもや保

護者に事前に十分に説明 t´ 、

了角イを得た にで、児童発達計

画に記載 t´ ているか

○

ヽ :

該当がありません。


